
一方、こちらは個人のお宅の玄関と庭に立ち性と

シュラブが配置されています。株数はさほどではあ

りませんが、手入れが行き届いてとても綺麗に作庭

されている印象です。そしてこのお庭の一番の魅力

は芝生の内庭が生け垣に囲まれていて、生け垣にあ

いた小さな入口から覗き見るところです。内庭の入

口には装具で着飾った象が番兵のように控えていて、

まるでインドの王族の秘密の花園のようでした。

バラは種類も豊富で値段も張りますから、いざ始

めようと思っても二の足を踏んで手が出ない初心者

の方もあるのでは？でも「La vie en rose」、始め

てみればきっとコモアでの「バラ色の人生」が待っ

ていると思いますよ。

前号(#3)ではGWに満開となっていたモッコウバ

ラを特集しましたが、今回は「La vie en rose 

Partie 2」として、バラの中のバラ、立ち性やシュ

ラブの大輪で構成されたバラの園を紹介します。

最初はコモア住民なら多くの方がご存じの一角で

す。何軒かの方たちが庭やロードサイドに素晴らし

い花園を造られています。バラが中心ですが、ラベ

ンダーなどのハーブ類やルピナスなどが咲き乱れ、

まさにイングリッシュガーデン！魅惑の散歩道です。

今日のテーマは「La vie en rose 2」 立ち性のバラの魅力をお楽しみください

COMMORE LIFESTYLE CATALOG #4
Buddy ・ Garden ・ Hobby・ Scenery・ Others

コモア ライフスタイル カタログは、仲間・庭・趣味・風景・その他のコモアしおつ住民の共通する話題をピック
アップすることで、住民間の意見交換を活性化し、魅力的な街を再生することを目指すツールです。年数回不定
期に発行し、コモア内に掲示・回覧すると共に、ウェブへのアップを行います。ご興味のある方、ご意見のある
方は街並み保全実行委員会編集担当[clsc.editorial@gmail.com]までお知らせください。

イギリス庭園の散歩道です

マハラジャの秘密の花園の趣きです
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